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演奏に直結する生きた楽典の学習 
－楽曲アナリーゼを促進させる楽典の学習方法－
To Study meaningful music principles 
Which is useful for performances 
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Mestoso マエストーゾ （荘厳に） 
Moderato モデラート（中くらいの速さで） 
Allegretto アレグレット（やや速く） 










表では左側の数値）メトロノームという名は、発明者の Johann Nepomuk Mälzel（ヨハン・
ネポムク・メルツェル、1772 年 8 月 15 日-1838 年 7 月 21 日没）から来ていて、彼は 1816 年
に特許を取得している。実際の記号としては発明者の名を取り、メルツェルのメトロノーム





















































生き生きと（Allegro con brio 等） 




























































































に ♩=ca.120 とあるため、四分音符を１分間に 120 回打つ速度で演奏することを示してい




















    M.M.＝6480／60  ≒１０８ 
 
 
 先ほどの rit.の関係もあるので、恐らくメトロノームを 108 にして練習してきたのだと推察









































































に、＜の記号が確認できる。また、3 小節目には poco a poco cresc.の言葉による指示が付い
ているので、少しずつクレッシェンドしていくことが求められる。クレシェンドの反対は、
記号では逆さま（＞）に表記され、デ・クレッシェンドと言う。「クレッシェンドではない」
という意味で、徐々に小さくしていく記号になる。同じ意味で dimnuendo（dim.）ディミヌェ
ンドという表記がある。  
（3）演奏の仕方に関するもの  
  
 さらに細かいところに目を向けてみる。まず、曲の冒頭から、ピアノ右手のミ、ファ、ソ
の音に、－というテヌート記号が付いている。これは「その音の長さを十分に保って演奏す
る」という意味がある。通常その音の長さ一杯に演奏するため、やや重い音になる。さら
に、音が強調されるためにアクセント的な効果が出ることもある。17 小節目の音にもテヌー
トが付いている。この音は 2 分音符のため、元々やや長い音符である。ピアノという楽器
は、構造上、弾いた後に、どうしても音が「減衰してしまう」という宿命を持っている。2 分
音符は、やや長い音の部類に入るので、減衰するのが確認しやすい。これは自然法則なの
で、実際に、これを食い止める方法はピアノには無い。そのため非常に観念的なものになる
が、ピアノのタッチを保って（押した指を鍵盤から離さないで）演奏することで、あたかも
オルガンのように、音を伸ばしているような効果を期待できる。実際には伸びているわけで
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はないが、ピアノは、もともと音が減衰するうえに、軽いタッチで演奏すると、よけいに音
が短くなり、それを戒めることも含め、わざと重い弾き方をさせている訳である。 
 次に、１小節目の８分音符を良く見てみると、音符の上に「・」のような点の記号が付い
ている。これは「スタカート」と言って、「その音を短く切る」という記号である。この場合
は、音が短くなった分、粒がはっきりとして、より軽やかな音色となる。  
 さらに、曲の３～４小節目に渡って、大きな、なだらかなカーヴが音符の下に描かれてい
る。これはスラーといって、高さの違う２つ以上の音符を滑らかに演奏することを示してい
る。滑らかに演奏することから、それに伴うフレーズのまとまりが自然に生じてくるもので
ある。それ故、歌唱の場合、通常スラーの中ではブレスをしない。これは、ブレスをとるこ
とによってフレーズが切れてしまうことを防ぐためである。 
 11 小節目の右手の音には、＞のようなアクセント記号が付いている。アクセントは文字通
り、アクセントでその音を強調する記号である。そのために「強さ」の他にも「はっきり」
「明確に」という意味合いも出てくる。また他の記号と併用して記述されることもあり、11
小節目の４拍目にあるように、「アクセントスタカート」という２つの記号が同時に付いたも
のもある。この場合、音をさらに短く、強くはっきり「ミ、ファ、ソ」と上がるように指示
している。15 小節目あたりにも、エンディングに向かうクライマックス形成のために、アク
セントがしっかりと要求されている。 
 18 小節目の中に∨の記号がついているのは、ここでブレス（息）を取って欲しいことを示
している。実は、ことさら∨記号を書かなくても演奏者はブレスをしている。息を取ること
は生存上必要な行為なので、当たり前のことである。そこで演奏者は演奏中、極力「音楽
的」にブレス位置を決めなければならない。これは優れた演奏には欠かすことの出来ない重
要なポイントでもある。このことから、作曲者が直々に指定しているブレス記号は、特に遵
守しなければならない。ブレス記号は、歌曲の場合は特に言葉を分け、フレーズをどう扱う
かを、示していることが多い。また、ブレスはその性質上どうしても音が短くなりがちであ
るため、奏者はこのことも念頭に置き、ブレスしたために無音の空間がなるべくできないよ
うに気をつけるべきである。さらに、フレーズ感とアーテュキレーションの自然な連結、ま
た不明確なアインザッツにならないよう、センスの良いブレスを研究しなければならない。 
 
Ⅶ．おわりに 
 筆者が中学生の頃、理科の授業で酸とアルカリの実験をしていた時の話である。理科室に
は目も開けにくいほどの「酸っぱい」強烈な硫酸の匂いが立ち込めていた。実験が始まり、
その液体に、ピンセットで翳した「リトマス試験紙」は一瞬で鮮やかな「ピンク」に変色を
した。それ以来、筆者は「リトマス試験紙の色が～であれば○○性。」というような「言葉の
丸暗記」は、意味がないと思うようになった。「百聞は一見に過ぎず」ではないが「一実験は
百の講義に勝る」からだ。これは知識ではなく実体験である。このように「匂い」や「酸っ
ぱさ」「色彩の変化」等を体験して感覚的に覚えたものは、本物の知識として、何十年を経て
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も忘れることはない。つまり音楽の記号や意味を言葉としていかに沢山覚えたとしても、感
覚として身に付かなければ、それは「絵に描いた餅」となる。今回、実際の楽曲を用いて、
それを演奏するための音楽のルールとしての楽典の学習を試みた。実際これらは「楽曲アナ
リーゼ」と言って、世の音楽家たちが演奏に先立ち、必ず行う作業である。音楽を学ぶ者
は、知識も必要だが、それを正しく活かすためには、先程の「理科実験」に相当する「実技
練習」をした方が良い。つまり、参考書や問題集を、ただ見て丸暗記をしているような、
「暇」があれば、即刻、歌や楽器の練習をして、技能とともに楽典を覚えた方が格段に身に
付くということを結びとする。 
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